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活動目的

• 住み続ける価値の高い「まち」の実現

– 良質な住宅と花と緑のある環境

– 人にやさしく安全で快適なモビリティ

– 都心に行かなくても快適な都市環境

– 魅力的なレストランやショッピングが楽しめる

– 定期的なイベントやコンサートがある

• 「京成本線沿線まちづくりビジョン」への参画

– 協働のまちづくり推進
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京成本線沿線まちづくりビジョン

• 2023年10月に公開

• 八千代台、大和田、
勝田台駅が含まれ
る

• 今後20年程度の長
期プロジェクト
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協働のまちづくり推進

• 地域の視点に立っ
た多様な関係者の
連携によるまちづく
りを推進

• まちづくり協議会は
市民の立場で参画
する予定
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今後のスケジュール

• 次フェーズはまちづ
くり手法の検討

• 市役所のまちづくり
推進室との定例会
議を開始

• 本部会では住民視
点での手法を検討
中
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活動履歴

1. まちづくり成功事例の研究

– 流山市

– 明石市

– 国土交通省　市街地整備2.0
– 国土交通省　駅まちデザイン検討会

2. まちづくり手法の研究

– 都市経営とマーケティング手法

– マーケティングの上位のブランディング戦略

– ３D地図PLATEAU（プラトー）とBlenderツール

3. マーケティング手法による八千代台の分析
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明石市

• 住民サービスのソフ
ト面にフォーカス

• こどもを核としたす
べての人にやさしい
まちづくり

• 5つの無料化！

– 医療、保育、おむつ、
給食、公共施設

まちづくり成功事例の研究
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明石市
まちづくり成功事例の研究
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流山市

• 自治体初のマーケ
ティング課設置

• 新駅おおたかの森
駅を中心とした新し
いまちづくり

• 都心の共働き子育
て世代にフォーカス
し移住を促進

まちづくり成功事例の研究
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SWOT分析
「楽しみ、親
しむ緑へ」戦
略立案

緑を増やす/回
復する開発手法
に転換

開発が進むと緑
が減る自己矛盾

緑は強みで
はなかった

北米１００都市の経験⇒目指すまちづくり
「みんなが住みたい人気の街・住宅地、つまり、売りたい人より買いたい人が多い
街というのは、 “緑の多い良質な住環境”、そして、“快適で楽しい都市環境”

2006年グリーン
チェーン認定制
度制定

中古マンショ
ンの資産価値
が向上

定住人口増
加が必要

通勤は東京、通学や
買い物は市外へと人・
モノ・お金が流出

人・モノ・お金が
流入する街にす
る必要がある

交流人口の
増加が必要

子育て・教育
環境の充実

共働き子育て世
代をターゲット

保育園の増設、
マンションへの
併設

2021年：待機児童ゼロ
人口２０万人の街で約１００
の保育園に

駅に近い保育園、
便利な場所の保育
園に人気が集中 駅前送迎保育ス

テーションを設置、
送迎バスで市内
保育園へ

市内進出企業や
シェアオフィス内
に保育施設設置

質が高くて集客力があるファッショナ
ブルなイベントの開催や地域資源を
活かしたアーバンツーリズムを推進

楽しい！

NYにぎわい
アーティスト
認定

SFのフィッシャーマンズ
ワーフのイベント

NAGAREYAMA国際室
内楽音楽祭開催

まちづくり成功事例の研究：流山市　市長インタビューから図式化
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八千代台のマーケティング分析例
1. PEST分析

ブランディングの意思決定の前提となる非常に重要な分析です。世の中の流れを、政
治(Politics)、経済(Economy)、社会(Society)、技術(Technology)の視点から、八千代
台地区にどのような影響を与えるかを分析します。

2. ４C分析

通常、企業などの3C分析では、市場・顧客(Customer)、競合(Competitor)、
自社（Company）の視点で分析しますが、八千代台駅周辺に適用する場合、
駅周辺の事業者・協力者(Co-operator)を加えた4C分析に拡大して分析しま
す。

3. SWOT分析

八千代台駅周辺の、内部環境の強味(Strength)、弱み(Weakness)、外部環境の機会
(Opportunity)、脅威(Threat)をマトリクスで整理します。

4. 人口動態分析

日本全体の人口動態の調査および八千代市の将来人口の予測から見えてくる持続可
能な「まちづくり」に必要な環境を分析します。
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PEST分析

• P（Politics）政治的要因

– 増税による国民負担率50%
– 自公少数与党に転落

– トランプ関税による不確実性増大

• E（Economy）経済要因

– 円安の定着と輸入物価の高騰

– 2025年以降人口減少が始まる

– トランプ関税による経済減速

– 2029年に向けた成田空港「第2
の開港」

– 世帯の実質賃金がマイナス継続

• S（Society）社会要因

– 少子高齢化の進展

– 外国人の増加、アジア系レストラ
ンの増加

– 都心オフィスへの通勤が復活

– 温暖化と自然災害の増加

• T（Technology）技術要因

– 自動運転レベル５

– 生成AIでホワイトカラー失業増加

八千代台のマーケティング分析
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SWOT分析
八千代台のマーケティング分析
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人口動態分析

• 八千代市の２０６０年における人口目標
は185,000人以上

• 自然減抑制対策

2022年の合計特殊出生率の数値（1.32）は、
希望出生率の数値（1.87）とは大きな開きが
あるので、市民の結婚・出産・子育ての希望
をかなえるための各種施策を実施する。

• 社会増継続対策

現在の若い世代を中心とした転入超過の流
れを継続させるとともに、各世代にわたる転
入超過の継続を図るよう施策を実施する。

八千代台のマーケティング分析

長期にわたるまちづくりでは、将来の人口がどのようになっているのか理解しておくことが重要！

目標人口
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人口動態分析

1. 現在の人口流入が継続した場合の効果は大き
い（シミュレーション１）。つまり、他自治体から
の人口流入を促す施策が最優先で求められる

Ø 自立持続可能性のない首都圏自治体からの移
住を促進し首都圏一極集中が緩和されると同
時に他自治体とのゼロサムゲームとなることな
く効果的

Ø ブラックホール型自治体は、B-①、B-②
2. 転入者が希望どおり出産・子育てすれば（希望

出生率1.87の実現）、継続して人口が増加する
（シムレーション４）

Ø 住宅購入を含め移住後の共働き子育て世代へ
の手厚いサポートがあれば実現可能

Ø 流山市、阿見町、境町、南幌町が良い事例

八千代台のマーケティング分析

これらの対策を実施し効果があると仮定した場合のシミュレーション結果
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３D地図PLATEAUの活用
国土交通省が進めている３D地図を活用することで将来のまちの姿を可視化することが
でき、市民や事業者間で共有することで意思決定につなげることが可能となる。
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